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HaCaT細胞に 5-ALA (1 mM)を添加し 5%CO2、37℃にて 4時間培養した。その後、5-ALAを












照射量―生存率曲線と一致する線）を定義した。405 nm + 505 nm、405 nm + 545 nmおよび 505 
nm + 545 nmの組合せにおいて、照射量―生存率曲線は基準線を大きく下回っており、405 nm + 
505 nmにおいて最も大きな相乗効果が確認された。また、活性酸素のレベルも 405 nm + 505 nm
において、対照および 405 nm単一照射に比べ有意に高かった。 
マウスを用いた PDT においては、全ての照射群において、相対腫瘍体積が対照群に比べ縮小し
ていた。405 nm + 545 nm照射群においては、照射 15日後まで腫瘍が消失していた。照射 21日
後の相対腫瘍体積はそれぞれ、13.0 (405 nm,プレート型)、 13.0 (405 nm,フレキシブル型)、3.8 
(405 nm + 505 nm,プレート型)、0.3 (405 nm + 505 nm,フレキシブル型)、18.5 (635 nm,プレー















【方法】HaCaT細胞に 5-ALA (1 mM)を添加し 5%CO2、37℃にて 4時間培養した。その後、5-ALAを除
去 PBSに置換し、単一波長照射もしくは複数波長のシーケンシャル照射を行いフローサイトメーター
にて活性酸素を測定した。また、照射後 5%CO2、37℃にて 18時間培養し、XTTアッセイにて細胞生存
率を測定した。次に、ヌードマウスに COLO679 細胞を接種し、腫瘍の長径が 5～7mmに拡大している
ことを確認した。5-ALA (250 mg/kg)を腫瘍へ直接投与し、4時間後にフレキシブル型 LED およびプ




に、照射量-生存率曲線と一致する線）を定義した。405 nm + 505 nm、405 nm + 545 nm および 505 
nm + 545 nm の組合せにおいて、照射量-生存率曲線は基準線を大きく下回っており、405 nm + 505 
nm において最も大きな相乗効果が確認された。また、活性酸素のレベルも 405 nm + 505 nm におい
て、対照および 405 nm 単一照射に比べ有意に高かった。マウスを用いた PDTにおいては、全ての照
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